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 ■ 法人名 ：アクサ生命保険株式会社 
 ■ 部 署 ：ファイナンシャル・コントロール 
 ■ 役 職 ：ファイナンシャル・コントローラー 
 ■ 名 前 ：寺口 博 
----------------------------------------- 
 ■コメント：  
以下のとおり、意見を申しあげます。 
 
１．日本公認会計士協会による業種別監査委員会報告第 26 号により、保険会社特有の包括

ヘッジが認められているところでありますが、本公開草案のとおり一様に繰延ヘッジ損益

を純資産の部に計上するこことなれば、当該包括ヘッジは、何ら保険負債の特性を考慮す

ることなくその他有価証券として債券を保有することと同等の効果しか得られないという

ことになります。保険会社においては未だ保険負債の時価評価が行われていないという現

状を鑑み、保険負債の特性を反映した厳格なヘッジを行う効果を失うことのないよう、保

険会社特有の包括ヘッジについてはこれまでどおり金利スワップの時価変動を資産・  

負債に両建てする取扱いを継続するよう要求いたします。 
 
２．保険会社の健全性を測るための代表的指標としてソルベンシー・マージン比率および

実質資産負債差額がありますが、本公開草案の取扱いは、これらの指標にもインパクトを

与えます。上記１のとおり、包括ヘッジの会計上の効果が失われることとなれば、短期的

な資産運用状況に注目せざるを得ず、保険負債の特性を考慮した資産運用すなわち ALM の

実施を阻害することとなります。かような会計基準の変更は、長期的に保険会社の財務の

健全性を確保する観点から望ましくないと考えます。                                              
以上 

 


